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研究所のすすむべき方向

小 田 順 一

平成三年に大学院設置基準の大巾な改正があり､そ

れに基づいて各大学で種々な改革が行われている｡文

部省高等教育局から刊行された ｢いま大学が変わ りは

じめた｣と言 う色刷 りの小冊子には､改革の目指す所

は教育機能の強化､世界水準の教育研究､生涯学習へ

の対応であ り､搬後滋大の大学改革が進行中であるこ

とを社会に広 くアピールしている｡

このように今正に大学改革の最中にあって､昨年に

本学においても ｢京都大学自己点検 ･評価報告苫一自

由の学風を検証する｣が公にされた｡その中には､本

学の理念に立脚 した中長期構想が明確に示されており､

その自己改革の動向は単に教養部の再編､四年生一打

教育体制の実施､大学院の重点化に留まらず､独立研

究科の設置､第三キャンバ ス構想､更には研究所 ･セ

ソクーのあ り方にまで及んでいる｡就中､研究所 ･セ

ンターには各自が最先端に向けた教育研究を弾力的な

開かれた体制のもとに推進 し､それぞれの分野におけ

るセソクー ･オ7'･ユタセレソス (COB)として擬

能 し､発展 して行 くことが求められている｡

基本的に研究所は研究が主であり､大学院の教育に

ついては､各研究科に協力すると言 う従来の姿勢はそ

う大きくは変わらないと思えるが､それぞれの使命の

もと実続を積んで来た各研究所が果たして来た役割は

十分評価に値するものであり､研究所は京都大学にとっ

ても将来にまったって重要な研究駿関であると考えられ

る｡問題は国際化､情報化の急激な進展など社会自体

が大きく変動 して行く中で､それぞれの研究所が如何

にCOEとして社会の要請に応える新体制を桝築 して

行くかにある｡

振 り返って､化学研究所の現況議を眺めると､本研

究所は､正に化学を中心として原子核科学から分子生

物学に至る極めて広範な分野を裾野を重ね合わせなが

※組織についてはJ'｢苗緊｣節一号を参照されたいC

ら包括 してお り､なによりもその有珠的な相互作用が

諸研究の上で奏功 していると言っても過言ではない｡

大学院教育においても所内の研究部門が広く理 ･工 ･

戯 ･薬 ･医学の理工系全部局と研究科を組織 している

ことはそれを表付けている.このように自然科学の脈

動 しつつある諸分野を横断的にも一組織として内包 し

ている研究機関は､国内は勿論国外においても殆ど例

を見ない｡従って､今後21世紀に向けて科学の役割と

その調和の取れた発展を考えればこのような特徴を損

なうことなく､化学研究所の進むべき方向を見定める

ことが肝要であろう｡

このような基盤の上に立って､本研究所がCOEと

して更なる進展を計 り国際社会に貢献 して行くために

は､1)第一線の外国人研究者の教官 としての受け入

れを含む人事の交流を群棲的に推 し進める.2)次世

代を担 う優れた若手研究者の育成に最大限の努力を払

うと共に社会人を博士課程に受け入れ､教育駿会の社

会への提供を促進する｡そのため企業在籍のままでも

可能な独自の博士課程の導入を計る03)公開講座や

研究所の公開によって情報の発信 ･受信基地の役割を

果たし社会との連携を強化する｡4)所内のそれぞれ

の分野での国際会議の開催､コL/ピューター網を通 し

て世界の研究者との情報交換､更には産業界をも視野

に入れた国内外の研究者との協同研究を推進すること

などが重要であろう｡これらの事項は､全ての大学 ･

研究機関でのユタ七レソスを高めるための普遍的原則

をなすものであると言っても差 し支えないであろう｡

言い尽くされた感は否めないが､これらの実現を図る

ためには余裕のある研究スペースの確保､大型設備の

充実､博士研究員制度の確立､株数及び寄附研究部門

の導入など研究環境の格段の整備 ･強化が必要不可欠

である｡従って､その達成には多頓の財政的支出を伴

うと同時にかな りの年月を要することが予測される｡

一方､この間に本学の全学的課題である独立研究科

及び第三キャンパス構想が具体化されてくることは充

分考えられる｡このような状況下にあって､研究所と
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してのアィデソティティーを失 うことなく独立研究科

-の積極的な参加 ･協力の道を真剣に検討する時期に

来ていると判断される｡それには､これまでの大学院

重点化に見られる単に協力詐座としての参画形態以外

に研究科と研究所の兼担が可能な制度を開き､互いが

活用 し得る協力体制を創出する｡また､場合によって

は､他部局と協議の上､研究所か母体となることの可

否は問わず新規独立研究科の設立を構想することも必

要であろう｡所長在任中に開催された全学の将来枯想

検討委員会において､学部と研究所は対等であ り､そ

こには何らの主従関係も存在 しないことを認めてHっ

ているQその時には時間の関係でそれ以上の発言は差

し控えたが､意図する所は､そうてあるならは､学部 ･

研究所の相互の理解のもと､一体となって研究 ･教育

の-ー ド (研究組織､予算､設備)にもソフ ト(研究

テーマの設定､展開､集約)にも柔軟に対応 しうる体

制作 りが実現可能と期待 してのことであるO幸い (?)

学部と研究所の定員及び財政措置などは文部省内では

別/{の局の管轄に置かれている0両局の深い理解と協

力を仰 ぐことによって､学部､研究所がそれぞれの実

続のある必要な領域を担当し先端的独立研究科の実現

を推進 してゆ くことがCOEとな りうるための近道で

得策なように思える｡いづ九にしても学内の全ての研

究棟関が-クセレンスを向上することによって,本学

の世界におけるCOEとしての地位は確固たるものと

なるであろうO

終わ りに､本稿はこれまで所内の将来構想検討委員

会に関わった私個人の意見であることを申し凍えます｡

現在､官本武明所長のもと､外に向かっては情報解析

センターの設置､研究棟の増築を概算要求事項として

申請中であ り､内にあっては第三次の構想委員会で本

研究所の有 り方が鋭意検討されておりますo多方面か

らのご理解とご鞭鐘によって進むべき方向に前進を計っ

てゆきたいと思っています｡

われらが化学研究所

堀 尾 正 雄

私は大学卒業後丁度10年目の昭和13年 (1938年)に

企業から母校京都大学に帰ることとなり､6月末日付

けて助教授に任せられ､併せて ｢化学研究所所員を命

ずる｣という辞令をいただいた｡当時化学研究所所員

には静々たる大先生が名を連ねておられたので若輩の

私には畏れ多くもあ り名誉でもあった｡その上､武居

三吉先生のお引き廻 しにより､次の研究発表会の特別

試演を仰せつかった｡その頃化学研究所は毎年秋には

大阪市堂島の電気会館の大講堂で盛大な研究発表会を

開催 していた｡それは有名で新聞でも大きく報道され

ていた｡この栄えある特別講演は未熟な私にとって尊

い修業てあ り激励てもあったoこのようにして私は大

学に帰る早/{化学研究所のお世話になったO

化学研究所の本拠は高槻市 (当時高槻町)にあって､

正門を入ると道路の右奥に地下 1階地上 3階の鉄筋コ

1/クリ- ト建の本館が襲え､道路の左側 (西側)には

大小様々の実験室や試験工場などが建ち並んていた｡

その一つは恩師喜多源逸先生のご尽力による繊維実験

室で､スレー ト屋根の300nfほどの建物でヒスコ-ス

人絹紡糸機 2錘とステープルファイノミ-製造装置 1式

が装備されていたo会社でヒスコース繊維の仕事をし

ていた私は､この試験工場を見たとき､これは有難い

と思った｡

その頃わが国ては叔時体制が強化されて諸外国から

経済制裁をうけ､綿花､羊毛の輸入は途絶 し､それに

代わるステープルファイバ- (現L/-ヨンステ-プル)

の生産が急増 したc Lか し最大の問題点はビスコース

繊維の湿潤時の強度及び弾性率が乾燥時に比べて激減

することで､そのため実用化が難渋していた｡

これを克服するには,セルロース分子の配向と結晶

化を高める必要がある｡従来の方法では､ビスコース

が凝固浴中に吐出されてセルロース級経を形成する過

程で緊張 して内部の分子配向を高めている.しか し凝

固液が繊維内部に浸透するのに時間がかかるので､緊

張を与える時点でのセルロースの再生率は50%以下で､

緊張効果は十分に生かされていないO

-方､ビスコ-スほ熱湯中では瞬時に分解 してセル

ロースを再生するO熱伝執 土液体の拡散より遥かに早

い｡従って緊張下で熱分解すれば緊張効果か有効に繊

維内に固定されることになる｡私はかねてからこの原

理を実証 したいと念願 していた｡

大学に帰った翌年､昭和14年 (1939年)､予め設備

の改造など準備を完了 し､夏休みになるのを待って直

ちに高槻の試験=場に居を移 し､夏の間､念願の緊張

下熱分解紡糸法の実験に専念 したO作業上試行錯誤は

あったか､予想は的中し､湿潤時の強度､弾性率共木



綿に劣らない紋経が得られることを確認 し､昭和14年

10月4日､El本化学繊維研究所の講演会で発表 した｡

この方法は間もなく､ステープルファイバーを生産 し

ていたほとんどすべての工場で採用されるようになっ

た｡またこの方法により羊毛様捲緬をもつ織経を造る

ことが出来て､これも工業化されて今日に及んでいる｡

これらの研究は高分子自体や､織経の微細構造と物性

の研究の上にも丑一重な指針を与えた｡その後新 しい硫

酸塩パルプの開発研究も高槻の試験工場で行われて工

業化された｡学術研究と開発研究とを相共に進められ

たのは化学研究所なれはこそ実行できたのであって私

は今も深く感謝 している｡

高槻の化学研究所の本館の前には広い庭があって､

前号の閥近三吾先生のご寄稿にもあるようにクロー/:-

が一杯に生い繁 り中には花壇もあったo昼間はスレ-

ト屋根の下で真夏の炎暑と戦い､夜は星影のもと､草

を枕に夢を追ったのはまはろしか｡

昭和28年12月､全く予期せぬことに私は化学研究所

所長の推挙を受けた｡あまりの重責に心身共に硬直す

る思いであった｡総長瀧川幸辰先生のもとに挨拶に行っ

たところ､化学研究所所長は､所長と同時に京都大学

全学的事業であるサイクロトロソ建設の推進先任者で

ある旨言渡された.原子核科学は最先端の学術である

が､本学では理学部の荒勝文策先生が既に戦時中サイ

クロトロンの建設を進めておられたが､終戦直後米国

進駐軍に没収され海中に投棄されたという歴史がある｡

昭和26年平和条約締結後､当時の維長鳥蛮利三郎先

生は､前所長内野仙治先生､理学部の木村毅-先生ら

と相談され､戦後 日本の学術復興の先鞭として､京都

大学にサイクロトロンを建設することを計画され､政

冊に概算要求を提出されたoその予算は従来の他の予

罪に比べて桁ちがいに規模の大きいものであった｡こ

の事業は大学全体のものと位置づけちれ,全学的組織

をもつ化学研究所が先任母体となった｡事実化学研究

所は自然科学系学部の専門を包括する総合組織である

からである｡そして私は内野先生の後を継いで微力な

がらサイクロトロ/建設事業のお手伝いをすることに

なった｡

当時すでに京都市と関西電力の協力が得られて蹴上

で建設が着J'{と進んでいた｡木村毅-先生､桁水菜先

生､植村吉明先生､柳父琢拾先生らを中心に沢山の方々

が孜/Lとして24時間鮒刷で建設に励んでおられる様子

に接 し胸を打たれる思いがした｡

かくして昭和30年 (1955年)12月14日､高エネルギー

の重陽子のビームが一直線に幽幻な光彩を放ちつつ外

部にとり出され実験が成功 した旨を聞いた｡これこそ

日本で最初に原子核科学の灯が燈された瞬間であって

記念すべき成果であった｡

昭和31年 1月14日､京都大学サイクロトロソ完成記

念の式典が蹴上で催されたとき､日本の原子核科学の

智明を迎える行事として､文部大臣はじめ学界､官界､

産業界などから歴々の方/<が多数参加され､京都大学

屈指の大祭典となった｡括水教授からサイクロトロ-/

の発明者のカリフォルニア大学のLawrence教授から

の立派な祝電をは じめ世界各国から寄せられた沢山の

祝電の披露があって式典が盛 り上がった｡清帥l総長が

｢嘗って原子力の被害を蒙 り､今や世界で第-番に原

子力の平和利用を宣言 し主張する権利をもつ日本で原

子力が学術､産業､福祉に貢献する道を拓いた意義は

大きい｣と挨拶を結ばれたとき､最前列に居られた荒

勝先生はじめ建設に#I.5わってこられた方/Lのすべてが

涙を流 しておられたO

わが国の原子核科学の投初の灯 りを点 じたこのサイ

グロトロ./は30余年間原子核科学の研究の第-線で華々

しく活躍 したがその任務を終えて解体撤去されるにあ

た り､化学研究所では本体のマグネットを記念に保存

し､原子核科学研究施設の建物の前庭に安置己して永く

その功続を讃えることにされたと聞くO科学を尊び､

科学を愛する美 しい心に満腔の敬意を表 し度い｡

私は常々思う｡われらが化学研究所を創設された先

達の諸先生はなんとすはらしい発想を実現されたこと

かと唯/{敬服の念に打たれるO大学に濫ける学部の壁

は厚い｡しか し化学には壁はない｡化学は諸科学の中

心に位し､すべての自然科学は化学に通 じるOその化

学に迅ずる各専門の研究者が共栄できる組織を70年も

前に実現させ､それが大きい伝統を築いてきたことを

思 うとき､化学研究所の意義と責務の重さがひしひし

と身に迫る思いがする｡

化学研究所では近年組織改革されて､いくつかの研

究領域を統合 して大部門となし共力共栄の道を拓きつ

つあることは喜ば しい｡ しか し時には組織に捉われず

化学研究所が一体とな り､また時にはいくつかの研究

科をも巻きこんだ学際的大プロゼクトに挑むことも考

え得られるのではなかろうか｡

昨今研究機関の間でCOEを目指せという言葉が流

布 している｡化学研究所がCOEであるべきは当然で

あって､目標はより高 く､COEの頂点に立って世界

に輝 く研究所であってほしいと隣っている｡
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化学研究所への提言

平 見 松 夫

与えられた標題について語る十分な資格はないのだ

が､思い出話を中心に雑文を記 し､お役日を果すこと

にさせていただきたい｡小谷先生､尾崎先生､梶先生

のおられる材料物性基礎研究部門の客員研究領域に企

莱 (ユニチカ)から客員教授としてお招きいただい

たのは､平成 3年 4月から同4年 3月までの期間で

あった｡先任として繊維の大先輩の安井先生 (クラ

レ)､セラミyク分野の篤学の上垣外先生 (トヨタ中

那)が既におや りになってお り､荷が重いと蹄緒 し

たのだが勉強と思いお引受け した｡講座内容として

は ｢Carothersから新合繊までの50年｣を取 り上げ､

事例研究的に高分子材料の発展における科学 と工業

技術の Interfaceについて論及できれはと考えた次

第である｡振 り返 ってみると力不足で掲げた 目標に

はとても適わず俄憶に堪えないo Lか し私にとって

久し振 りに大学の研究室の環境の中で産学連携の問

題について考察する機会を得たのは幸甚であった｡

化研の教授会の懇親会にも参加させていただき､多

様な視点からのお話を多 くの先生方から拝聴するこ

とがてきたのも貴重な経験であった｡

宇治川のほとり (平等院より1kmの下流)に位置す

るユニチカ中央研究所は､これまで京大化研と多くの

接点をもたせていただいたO選抜 した研究員を国内外

の最先端の研究棟関に派遣するユニチカの留学生制度

の実施に関 し､以前には左右田先生の研究室に､また

今回は宮本先生の研究室に研究員を受け入れて頂いた｡

小田先生のCatalytlCantlbodyのご研究に私 どもの

抗体作成の機能をご利用いただいたこともある｡各研

究分野で日常教えていただいている場面は枚挙に暇が

ないOこのように多くの恩恵を被っている理由の一つ

は､両者か互いに宇治川を約 3km隔てて位置するとの

物理的条件によるところが大きい｡願わ くは近接 した

ところだけではなく､より多くの企業研究所が化研と

接する機会があるようになってほしいものと思 う｡

京都大学 ･化学研究所について漠然と知っていたつ

もりでも､実際に内部運営を垣間見させていただいた

ことにより化研のもつ偉大さに改めて感銘 した場面は

少なくない｡国立大学附置だけでなく本邦の化学系の

研究機関は多くあっても､理学 ･工学 ･農学 ･薬学 ･

医学と各学問分野の全方位にわたる最先端の研究機能

を備えておられるところは他に類例を見ない｡このよ

うな本化学研究所の機能と運営､将来計画などについ

て群極的に外部に知らされてはいかがなものかと感 じ

ていた｡一昨年よりの公開講座 ｢新素材創製への基礎｣

の発足､そして昨年より広報 ｢黄葉｣の発刊など情報

発信源としての機能を着々と発揮 しておられるのはご

同慶のいた りであ り､上述の私の想いは杷菱に過ぎな

かったのであった｡

さて業界に身を置いてきたものとして昨今の､そし

て今後の経済ならびに産業界の動向に眼を向けると､

楽観的な展望は難 しい｡/､ブルの後遺症が尾を引き､

景気底入れとの見方はあるものの､多くの論調は問題

は構造的なものであ り､板は深いと指摘 している｡自

動車､半導体など主要産業部門での米国の復権は著 し

く､他方東南アジアの急速な発展と台頭があ り､日本

の工業技術が世界一の生産性向上を達成 したと自負 し

た頃とは大変な様変 りである｡私見を述べるならは､

このような時にこそエコノミス トの予見に一喜一憂す

ることなく､原点に立ちもどり科学技術の王道をひた

すら追求するべきであ り､それによってのみ次世代の

産業社会を支える技術開発の道が開けてくるのてはな

かろうか｡

今後の技術開発と工業化のテンポは加速されていく

てあろうが､短期的実効をねらったもの､既存要素技

術の組み合わせ的なもの- これらに基づく工業技術

のライフサイクルは短い｡組み立て産業的色彩の濃い

業種は先行者を比較的短期間でキャノチアップし得る

が､また同時に後続者から容易に追い付かれる性格を

もつ｡これに対 して本物の物質科学としての ｢化学｣

基盤に根差 した工業材料の開発は､その技術構築に時

間を要すが容易に追随されるものではないと言えようO

このような次世紀のあるべき本邦の産業界とこれを支

える工業技術の発展は､すべて企業側の自助努力によ

るものでなければならぬが､科学に係る学術側よりの

リーダーソyプと産学のいろいろな形での連携を通 し

てご指導をいただきたいとの想いは切なるものがあるO

21世紀の工業社会のキーワー ドは､｢グロ/lリゼー

/ヨ ソ｣と ｢棲み分け｣となろう｡市場が開放される

とともに生産体制も国際規模での分業体制となる｡技

術開発とその工業化についても同様に､それぞれの得

意とする特徴を活かした独自の分野を追求 し､競合と

協調を模索 しつつ進んでいくことになろう｡産学連携

の場で民間企業が求めるものは､このようなグロバ リ

ゼーショソの背景下での最先端の科学情報と工業技術

-の適用であろう｡



本化学研究所におかれても､国際化時代へ向けての

諸準臓を進められていることと思う｡既に相当な数の

海外からの留学生が化研に滞在 しておられるが､その

数は海外からの教官を含め今後更に増えていくのが望

ましいのであろうし､また民間企業での研修プpグラ

ムを組み込んでいくことも考えられてよいのではなか

ろうかO科学技術分野での日･欧 ･米三極の指封的学

術研究機関となると､筆者の知識の範関では､Max

Plank研 (独)､AT&T Bell研 (栄)等が想起さ

れるが､1.京大化研､2 海外学術研究機関､3民

間企業研究所との三者間の国際規模での質の高い共同

研究なども企画の狙上に載せられてよいのではなかろ

うか｡標探 しておられる ｢世界最先端の研究拠点｣が､

次世紀へ向けての国際展望のなかで､正に具現化する

好機と拝察する次第である｡70年の歴史と伝統に輝 く

京大化研の益々のご発展を心より祈願申し上げ稿を終

える｡

研究ハイライト

高圧を用いた新物質の探索

高 野 幹 夫

圧力の付加が興味深い物質を生み出すことは､よく

知られている｡その代表例が55万気圧､1400℃で

のダイヤモンド合成である (1955年)｡初の成功が報

じられて約40年経過 した現在では､｢ざくざく｣作ら

れた人工物が切削工具や研磨剤として多丑に消勢され

ているO最近新聞やテレビで報 じられた大型 トンネ′レ

掘削機には､さてどれ位のダイヤモンドが使われてい

るのだろうか｡もう一つ身近にある例が､発振子など

に使われる水晶 (α-quartz)である｡巨大な筒型

の反応容器中に100気圧､350℃程度の熱水条件を作 り

出し､一基あた り数 トソにもなる大量の単結晶が,こ

れも ｢ざくざく｣作られている｡

地球は巨大な高圧容器であ り､その中心部の圧力は

約400万気圧に達する｡さて､この地球を形成するも

ろもろの物質の中で､何が一番多量に存在するかお考

えになったことがあるでLlうか｡ダイヤモ ンドでで

きた城でもあると面白いが､残念ながら実際のところ

は､Mgl_XFexSlO3(x～02)と表される組成とベロ

ブスカイ ト型とよはれる構造をもつ酸化物であるらし

い.この物質が､地下670krn(26万気EE､1800℃)か

ら2900km(140万気EE､2700℃)までの広い範囲で多

丑に存在する｡

ー 5-

lLSrCuO2

, - T I:- 1

CU(∩.,)/nO2
sheet

Sr叶,Cu｡.､02｡(∩-5)

ベロブスカイ トと総称される物質は､大′J＼2種類の

陽イオン (AとB)と陰イオン (X)を1･1 3の割

合で含む密度の高い相である｡高密度のベロ7rスカイ

ト型化合物が高圧下で生まれやすいのは､自然である｡

物性の観点からみたこの構造の特徴は､直線的な-B-

Ⅹ-B-Ⅹ一結合にある｡つまり､Bイオンが互いに直

接及ぼ しあうものではなく､Xイオンを経由してはじ

めて働くような相互作用が強められる構造である､と

いえる｡

鋼酸化物高温超伝導体は､基本的にはベロブスカイ

ト塾の構造をもつ (ただし､酸素イオン (X)が相当

欠損 しているが)｡-Cu一〇一Cu一結合が2つの直交

軸に沿って発達 した2次元正方格子 (図参照)が超伝

導の舞台であ り,やは り酸素イオソが重要な役割を果

たしているo超伝導 ｢騒動｣が始まって8年余 り経っ

たが､当研究室では､高圧合成法を用いた新 しい超伝

導体の探索を中心テーマの 1つにしてきた｡余 りの騒

騒 しさにとまどいながらも､やは り参加 しておいてよ

かったと思う点が幾つかある｡実感覚とはかけ離れた

ia･子現象に基づくものであ りながら､電気抵抗がゼロ

であることや強い反磁性を示すことがユニークな応用

につながる面をもつ超伝導現象そのものの魅力はもち



論だが､これだけつつかれても､誰 しも納得する樫に

は兼だ正体をはっきり見せない超伝導駿柄の謎の深さ

も大 したものである｡そして,異分野の､特に物性物

理分野の多くの優れた研究者と知 り合い､いろいろと

見開するうちに､新物質を探すという化学者としての

仕事の価値をより明確に意識するようになった｡

さて､ベロブスカイ トの新 しいものを探すなら高圧

合成法で､と考えて実験 しているうちに見つかったの

が､Srn_lCun+102nと表される化合物群である｡そ

れらにもやは りCuと0からなる2次元格子が含まれ

ている.ただしそれは図に示すように､普通のCuO2

格子を一定間隔で切り離 し､切片の相対的な位IEを少

しずらせてもう一度縫い合わせたものである｡切片の

形状から､これらは梯子型化合物と呼ばれる｡1993年

夏にスイスの理論物理学者から､梯子の足の本数が偶

数か奇数かにより､電子状態に本質的な差が生まれる

と論 じたプレプリ/トが送られてきたO例えは2本足

の場合は各梯子段の両端の2個のCuイオンが､酸素

イオ./を介する強い反強磁性相互作用のために､互い

に磁気モーノ/卜を逆に向けて打ち消し合うスビ./一

重項状態が形成されるが､奇数本のときはそうはいか

ず磁気モーメントが生き残る､そして超伝導発現のた

めには､スピン一重項の形成 (スピソ励起スペクトル

にエネルギーギャップが開くこと)が有利に働くとい

うわけである｡

早速 2本足 (∩-3 SrCu203)と3本足 (∩-5

Sr2Cu305)の質のよい試料を作製 して､帯磁率やN

MR(阪大､朝山研)に加えて〃SR (muonspm
rotatlOn､コP ソビア大学､植村研)の測定をもした

ところ､偶奇による磁性の変化を確認することができ

た.現在､ものづくりの立場から俵構解明に寄与する

ために､偶数足梯子化合物の超伝導の可能性に挑牧中

である｡ 普通のCuO2正方格子が超伝導になること

は､とっくに周知のことになった.しか し､その敵機

解明に余 りに手間取るところから､つまりまだ未知な

る部分の存在が確認されてから､新 しい研究の流れが

生まれつつある｡鋼酸化物をつつき回している間に培

われたそれまでにはなかった新 しい目で､Cu以外の

他の遊移金属の化合物を見直してみよう､そのうち謎

を解く劇!が見つかるかも知れないし､ひ.tっとすると

超伝導以外にも面白い現象か見つかるかも知れないと

いうものである｡騒動の始まるまでもっぱらCu以外

の遊移金属を扱ってきた筆者 も､騒動の間に培った

｢ものを見る目｣を生か して､貢献 したいと考えてい

る｡

ブ レオマイ シンか らシグナル伝達-

大 塚 雅 巳

学生時代から15年以上にわたって制癌剤プレオマイ

/ソの合成研究にたすきわってきたので人は私のこと

を ｢プレオマイシ./学｣の専門家と思うようになった｡

これは自分たちの研究が認知されたという意味で喜ぶ

べきではあるが,自分としてはもっと広い世界をめざ

しているつもりでいた｡そこで1992年に京大化研にお

世話になることになった時､それまでのブレオマイシ

ンの世界から脱却 した研究をやってみようと思いたっ

た｡まだ ｢-イライ ト｣と銘打って紹介できるような

成熟 した状態にはなっていないが､どのようないきさ

つで今の研究に至ったかについて古いてみたいと思う｡

ブレオマイシ ンは鉄錯体を形成 し､酸素を活性化 し

た りDNAを切断 した りするO私はその制癌機構に興

味をもちブレオマイシンにもとづいた機能性分子を合

成 したいと考え,杉浦幸雄教授との共同研究を行なっ

てきたOその成果は以下の3点に媒約することができ

る｡

(1)キレークーの化学 プレオマイソソの構造を基盤

とした新 しい金属キレーク-を合成 した｡

(2)活性酸素の化学 合成 したキレ-タ-を用い独自

の酸素活性化システムを構築 した｡

(3)DNA切断の化学 酸素活性化システムにDNA親

和性ユニットを連結 しDNA切断分子を合成 した｡

このような研究を行なっているうちに､生命現象を

化学の言葉で語ることができる時代になりつつあるこ

とを実感 した｡ しかしこれからどのように研究を発展

させてゆくか､具体的に何をどうするかとなるとなか

なか考えがまとまらなかった｡京大での壕初の草生で

ある佐竹炎君と癌やエイズ､アポ トーシス､シグナル

伝達などに関してディスカッ/ヨ l/をしていると､杉

浦教授が勉強になるからと分子生物学会の年会に行く

ようすすめてくださった｡私はその学会で古くからの

知 り合いである井上純一郎先生のなつか しい殊を兄い

だしたのてあった｡彼は米国ソーク研究所のVerma

教授のもとでNF-〝Bという新 しい転写因子の研究

を行なって帰国したはか りて､東京大学医科学研究所

の山本雅教授のグループに助教授として迎えられたと

ころであった｡

私がそこで知 ったNF-〝Bは急速に注 目を集めは

じめているホ y卜な研究題利であるように思われた.

これを井上先生との共同研究としてやってみようと思っ



卜F･̀B-する-ナ九一J=JPJ

たのはこれまでのプレオマイ /ソ研究の成果がNF-

〝Bを介するングナル伝達の系にうまく適用できると

考えたからである｡井上先生にセミナーをしてもらっ

た り自分たちで東大医科研に行って実験 した りする交

流が始まった｡

細胞をサイ トカインなどで刺激すると､それは種･/I

の伝達物質により/グナルとして細胞内に伝達される｡

転写因子NF-JCBはこうしたソグナルにより誘導さ

れて核内のDNAのKB配列という特定部位に結合 し､

癌､-イス､免疫などに関連 した重要な迫伝子の転写

をひきおこす｡私たちはこのシグナル伝達経路に作用

するような人工化合物を設計 し合成してゆこうと考え､

以下の3つの7ブローチをとったO

(1)ノダナル伝達物質の作用を阻害する｡

(2)転写因子の機能を阻害するo

(3)DNAのKB配列を特異的に切断する.

まずNFIKBに至るシグナル系に活性酸素が伝達

物質として関与 していることに着日した｡種々苦労 し

た結果自分たちで開拓 した活性酸素の化学をこの系に

うまく適用することができ､ソブナル伝達途上で活性

酸素を除去することによりNF一KBの誘導を阻止す

ることができた｡またこれまでに作った金属キレーク一

に新たな分子設計をほどこしたところ､亜鉛と強EEIに

結合する化合物ができた｡井上先生にこの話をすると

HB配列に結合し､エイズウイルスの増殖に関係のあ

るHIV-EPという亜鉛7ィソガー蛋白質があるとい

う｡そこてこのキレークーをHIVIEPに作用させた

ところ､HIV-EPからうまく亜鉛を引き抜きその〝

B配列との結合を阻害することができた｡このように

プL,オマイ/ソの研究で得た活性酸素とキレークーの

知見をうまく/グナル伝達系の制御へと結びつけるこ

とがてきたO目下DNA切断の方法論をkB配列の特異

的切断-と展開すべ く検討中である｡さらに細胞内 /

グナルの伝達物質として注目されは じめているイノソ

ト-ル1)1/脂質やセラミドなどについても合成的7ブ

ローチを行なっている｡

京都での研究が軌道に乗 りは じめたのは杉浦教授の

適切きわまりないご指導に加え､学生諸君がよい意味

での自己主張を発揮 し､個性溢れる研究を展開 してく

れたことが大きな要因となっているQここに感謝 した

い｡

BulletinoftheInstituteforChemical

Researchの廃刊について

所 長 宮 本 武 明

広報の創刊号でご説明致 しましたように､現在､化

学研究所で行われている研究分野は化学を軸として理

学､工学､戯学､薬学､医学に包摂される広範閉な分

野にわたっています｡また､研究部門所属の教職負の

数は約125名 (内客員教官6名)､大学院生約170名､研

究生約20名､留学生+外国人共同研究者約35名で､研

究者の総数は約350名の大所稗です｡学術雑誌に発表

される研究論文の総数も一年間で平均約410報にもの

は ります｡

化学研究所では､これらの研究成果の発表手段とし

て研究所独自の欧文誌 HBulletlnOftheInstltute

forChemlCalResearch,KyotoUnlVerSlty''を昭

和4年度 (1929年)より発刊 し､本年は73巻を発刊中

です｡ しかしながら､上記 した研究所の研究分野と規

模からもおわか りのように､現在の様式でのBulletln

とその内容だけでは､研究所の研究活動の現状と成果

を国内外の研究者に公表する手段としては適切とは言

えなくなってまい りました｡

そこで､編集委員全て検討いたしました結果､この

たびの改組 ･拡充を機に廃刊の方向で見直すべきであ

るという結論に達 しました｡結果として､現在編集中

の第73巻第 1号 (原子核科学号)をもってBulletln

は廃刊することになります｡今後は､それぞれの分野

て必要に応 じて研究成果の公表手段を考えていただく

ことになってお ります｡伝統ある､ Bu11etlnを廃刊

することには将に英断を要 しましたが､3月に創刊が

予定されております､AnnualReportがこれまての

Bulletlnの役割を充分に果たしてくれると期待 してお

ります｡AnnualReportは､その年度の研究メンバー

と研究活動並びに研究業続 リス トをまとめ､毎年3月

に発刊することにしてお ります｡ご期待下さい｡
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一京都大学原爆災害総合研究調査班一

遭難者慰霊の集い

京都大学原爆災害総合研究調査班が､広島市および

その周辺における原爆災害調査活動中､昭和20年9月

17日の枕崎台風により教職員 ･学生11名が､殉職さ

れました｡この殉職者の中に当時化学研究所の助手で

あった村尾誠先生が含まれておりますO大野浦陸軍病

院跡の近 くに記念碑が建てられていて､毎年9月15日

に､しめやかに慰霊の集いが行われています｡平成元

年からは脚京都大学後援会の主催事業として承認され､

化学研究所からも所長が代表として出席しておりますO

平成6年度も9月15日関係者が集い､しめやかに慰霊

の集いが行われました｡

慰霊のことば

京都大学化学研究所を代表 し､一言慰霊のことばを

申し上げます｡

昭和20年9月､京都大学原爆災害総合調査班にとっ

て思いもよらなかった惨事が突然襲いかかってきまし

たことは､折にふれ先輩の先生方から伺ってお りまし

たo化学研究所もこの調査班とは関係が深く､殉職さ

れた先生が一人おられたことも伺ってお りました｡し

か し､今日は じめて慰霊の集いに参列させていただき､

慰霊碑の前に立ちますと､あらためて胸の詰まる思い

が致 します｡と同時に､いろいろの想いか走馬灯のよ

うに駆け巡ってまい ります｡

当時私はまだ幼少で､旧満州の地に居 りましたので､

原爆の悲惨さや終戦直後の混乱と貧困などにつきまし

ては後日見聞きして知った世代です｡しか し､私の脳

裡にまず浮かびましたことは､犠牲となられた先生方

や先輩の方J,Tの無念とご迫族の方々の悲 しみです.遭

難者の中には､将来を嘱望された新進気鋭の若い学徒

の方J'<もおられ､当初の崇高な志を全うできずに､折

柄の台風によって犠牲となった無念さは察するに余 り

あ ります｡

- 中略 -

また､毎年この ｢慰霊の集い｣に出席されておられま

す清水柴先生をはじめとする多くの先生方､先非の方/I

のお陰で､化学研究所はこれまでに核放射線､原子核

反応などの研究分野で優れた研究業績を挙げてきまし

たし､現在も原子核科学に関する研究を大きな柱の一

つとしてお りますが､今日はその原点を見た思いが致

します｡

現在､大学は改革の最中にあ ります｡京都大学も例外

ではあ りません｡国際情勢,我が国の政界､経済界も

大きく変化 しました｡このような大きな変化の中では､

ややもすればこの尊い犠牲が風化され､忘れられてし

まうのではないかという思いが一瞬脳裡をかすめまし

た｡このような思いが杷憂となるように､この記念碑

が殉職者の霊を慰めることだけではなく､後世に語 り

継がれていくべき黄重な教訓として､その道 しるべと

なることを願ってお ります｡

本年も､この慰霊碑の前で厳粛裡のうちにも､立派

な追悼式が行われてお りますが､これは広島県､大野

町､芝欄会広島支部など関係の方々のご厚情とご支援

によるものと察しますO心から感謝を申し上げますO

私共にとっての唯一の救いは､犠牲となられました

11名の方/{が眠っておられるこの大野浦が大変美し

い海と山に囲まれた景勝の地であるということです｡

御霊の安らかならんことを心からお祈 りし､慰霊の言

葉とさせていただきます｡

平成 6年 9月15日

京都大学化学研究所 所長 官本 武明



感 想

FrankP.Glatz

IWasasked to Wrlte a Summary Ofmy

lmpreSSIOnSOfthe15monthsIhavespentln

Professor MlyamOtO'S laboratory at the

lnshtute forChemlCalResearch ofKyoto
UnlVerSlty.ItlSOfcourseverydlfflCultto

expressbrleflytheexperlenCeSgalれedfrom
oneofthemostlntereStmgperlOdslnmylife.

WhenIremembermylnitlallmpreSSIOnS,I
am surprlSed how ramlllarIhavebecome

withtheJapanesewayoflife.Myfirstfew

dayswere deeply lnVOlved wlth Japanese

bureaucracy-whetheratthealrpOrtSOrtlng
out customs dlfflCultleS, Opening bank

accountswlthoutahanho,vISltlngthenon-

EngllSh speaklng lmmlgratlOn OfflCe,

obtalnlnganallenreglStratlO】lCardlnCludlng
flngerprlnt‥DesplteallwarnlngSIwaslna

stateofshockattheprices,evenOfbasic

goods.Belng Surrounded by unlntelllglble
KanJ1S,IreallSedforいIeflrSttlmelnmyllfe
whatltmustfeelliketobeIlliterate

My tlme at the lnstltute for ChemlCal
Researchhasbeenveryprofltable,bothona

WorkandpersonallevelIwasmadevery

Welcomeby theMlyamOtO group and my

havlng made an effort to learn some

Japanese proved helpful ln bulldlng
relatlOnShlPSWhlChIhopewincontinueOver

thecomlng years Afterlnitlalexcltement

andsettllnglnperlOd,Igraduallycameto
thereallZatlOnthatthedally routinelna
chemlCalresearchlnStltutelnJapanlS.aS

everywhere,chiefly concerned Wlth solving

problems Which you had not prevlOuSly
antlClpated WorklnglnSuchalargeandwell-

knownresearchlnStltuteglVeSOnethechance
tomeet,dlSCuSSandexchangeIdeas,however

ltlSImportanttOknowexactlywhoISbehlnd

thedoorsalongthelongcorrldors AtthlS
polntIwouldllketothankProf.Takahashl,
Prof lsoda,Dr, Donkal and Mr. T.

Suglyama,forthelrpartlCularassIStanCeln
thlSdlreChOn.

AsIwasataresearchlnStltuteratherthan

atthe malれ CampusOf the unlVerSlty,I
unfortunatelydldnothavetheopportunltytO

learnaboutteachlngmethodsandcontentln

ChemlStry One aspect or universlty

educatlOnw九lch lSextremely Importantln
GermanylSdlSCuSSIOn,andlnpartlCularln

the field of chemistry much attention lS

currentlybelngpaldtosuchissuesaSSClenCe
and ethics,aSWellasassessmentofthe

consequencesoftechnologyForsocletyand
theenvlrOnment.Iwassurprisedatthelack

ofdlSCuSSIOnOfsuchtoplCSamongstStudents,

andwonderwhethersuchsubjectsarenot

emphasIZedlnJapaneseunlVerSltyeducatlOn

さいごに化学研究所について私の思っていること

をのべたいと思います｡ここで働きみなさんと知 り合

えたことを感謝 しています｡官本所長と福田先生のお

かげでここに招いていただきJSPS奨学金に助けてい

ただきました｡

たくさんの人ができるかぎりわたしを助けてくれま

した｡あ りがとうのかんたんな言葉で私の気持ちを全

部表すことができません｡私と家族を助け､親切にし

て下さったすべてのみなさんに感謝 しています｡みな

さんは私たちにほんとにI試.重な経験を与えて下さいま

した｡化学研究所のみなさん､どうもありがとうござ

います｡ご発展をお祈 りします｡

(DrFrankP.Glatz(トーィy)日本学術振興会の外国

人特別研究員として平成5年9月から平成6年11月ま

で手欝在)

L つm,[/L̀たT
プラ/7 ._(フランクさんの自筆)
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平成 6年度修士及び博士課程修了大学院生 リス ト

部 門 名 領 域 名 氏 名 怪 士 7J - 7 進 路

秋田 勝史 M

M

伊藤 俊彦 M 化 東 レ㈱

山川 #% M 昭子斬徴鏡法に よるPoly(p-hydroxybe研究

界面併進解析 M 未定

斉藤 宏和 M

小田 正雄 M 進学

長谷川正大 M 東 レ㈱

霜田 毅 M

白井 理 D 究

磁性体 平野 浩一 hIⅠ

M ㈱東芝

固体化学 東 正樹 D

M 性質

内海 茂 M

奥野 正裕 M シ1.-プ㈱

D 研究

D

渡辺緋一朗 a/1

岡本 捨孝 D

竹下 宏樹 M 進学

川 口 辰也 D

M 特性

井出 仲弘 M 進学

宝来 光 M 合成

M ′レ化反応 ㈱ユニチカ

刈田 哲也 M

M 進学

西長 平 D

小沢 正巳 M



部 門 名 領 域 名 氏 名 捗 士 7一 一 マ 進 路

M 進学

M 進学

1ヽ 研究

D

D 未定

M シ-I.-プ㈱

近藤 trf- 二D

D

M 進学

日下部哲也 Ivl

佐竹 炎 M ll-ソトリ-㈱

ーヽ

D 甜学

M 搬惟解析

D Syntheracc Analyzcd by X-RayCrysta110g!■aphy and SiLe-Directed未定

M Selenocysteine β-Lyase rrom PigLiver i畦学

青木 智子 M

北村 妙 M BacillusStearothermophilus由来耐

Marek D

劉 舌炎 D

M 進学

D

D

M 進学

M

水野 政彦 D DistribuLion orBaseComp_O.sitionSiteandtheSpliceSitcsinDifrcreniSpecies

神門 正成 M 送系の研究

基礎反応 M シ ャープ㈱
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化研が大好き

管 楽 洛

｢化研と本部どちらが好きですか｣と聞かれたら､

私はもちろん ｢化研｣だと答えます｡化研は棄しいキャ

ンパスの中にあるからです｡小さいキャンパスだけど

四季がはっきりしていますO桜が咲く春､蝉がなく夏､

夕焼けのように美 しい紅葉の秋､銀色の冬 ｡ 私は

いつもこのきれいな季節変化のあるキャンパスに深 く

吸い寄せられています｡さらに､化学研究所は先進の

研究設備を持ち､スーパーコンピューター､分光型超

高分解能電子顕微鏡など世界一流の機械や高水準な実

験ができる施設が様々研究室の研究を支えています｡

実験や勉強で疲れたときによくキャンパスの中を散歩

し､校庭や実験施設の建物などを見なからいつもこん

なよい環境のなかで勉強ができる自分は幸せだと思っ

ています｡

私はこんな環境の化研て五年間を過ごしましたoこ

の決して長いとは言えない間にも､やは りいろんな変

化があ りました0-番感 じた変化は二つあ りますO一

つは､五年前と比べて女子学生が増えたことです｡数

年前までは女子学生が一年間に一人か二人 しか入って

来ませんでした｡生協で食事をすると､T/ヤツにジ-

パン姿の紳士はか りで､寂 しいと思っていましたO今

ならほとんどの研究室で女子学生の姿が見られます｡

女性に対 して､化研の厳 しい科学の大門が少 しずつ開

けるようになったということのあらわれでしょう｡

もう一つは化研がより国際的になったことです｡私

がE]本に来たときには周 りに外国人はほとんどおらず､

大きい声では話 しづらいものがあ りました｡最近では

廊下を歩くと英語の喋 り声がよく聞こえてき､キャン

パスのなかを歩くといろんな国を代表する顔がよく見

られます｡違 う国から来て､違 う肌の色を持ち､違 う

言葉を話す人々が化研のこの同じ建物のなかで研究生

活を送っています｡そ して日本人の学生と同じように､

様･'{な研究成果てこの社会に貢献 しようと頑張ってい

ます｡外国人の私から見て､化研は異国でも落ち着い

て楽しく研究ができる環境を提供 してくれています｡

中国では 科̀学には国境がない'とよく言います｡化

研てこんな雰囲気がいっぱいでとても嬉 しいですO自

分の故郷を離れ､日本に来て､周 りの人々が自分をよ

く理解してくれることに幸せを感 じているのはきっと

私だけではないてLlう｡この貴重なチャンスを生か

して､いい研究成果を得て､自分の国､いや世界に貢

献できるように努力したいと思います｡

最後に一言､私は化研が大好き./
(生体反応設計部門Ⅱ､中国人留学生)

ス ター ト

化研恒例マラソン大会は2月4日(土)に行われたo優勝者は中村-則君(有機合成基礎 Ⅰ)タイム19分11秒
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講演委員会からの報告

高 野 幹 夫

1 平成 6年度化学研究所公開講演会

今年度の公開誹演会は ｢新素材別製-の基礎｣を主題に11月11日(金)､京都 リサーチパークにおいて行われ

たoプログラムは以下のとお りで､化研外から74名の出席者があったo終了後同所で懇親会が行われたo

特異構造をもつ炭化水素-フラーレン化学の新展開一

有機ケイ素化学に新しい可能性を求めて

常識的反応と反常識的反応 新しいエナンチオ選択的反応を例こして

生体触媒を利用する工ナンチオ選択反応-d体とl体の作り方一

新規酸化物超伝導体の化学設計と高機能化

薄膜作成方を用いた無枚材料の創製

小 松 紘 一

玉 尾 時 平

富 士 薫

大 野 博 吉

岸 尾 光 二

坂 東 尚 周

2 平成 6年度化学研究所発表会

今年で第95回となる研究所発表会は12月9日(金)､口頭試演を木質ホールで､ポスター発表は談話室を会場

として行われた｡下記のとお り､口頭 7件､ポスター38件の発表があった｡それぞれの発表に対 し活発な質疑

応答があったが､とりわけポスターについて多くの熱心な討論が行われていたO

ポスター形式は昨年度官本委員長(当時)の英断により導入され､工作室のご努力によって作成 したパネルを利

用 して行われて今回で2年目となるが､研究の交流を図る上でポスター形式が非常に有効であることが証明さ

れたといえよう.(写真はポスター会場の情景)終了後､懇親会は例年どお り醍醐プラザホテルで行われ､本

年度は8名の名誉教授のご出席をえた｡

【口 頭 発 表 】

アルツ-イ7-病におけるア ミロイ ド関連迫伝子

生体反応設計研究部門m 田中 静吾ほか

結晶中の酵素反応をX線結晶構造解析で観測する

生体分子機能研究部門 Ⅰ 西岡 孝明ほか

固体NMR法による有機材料の分子運動解析

材料物性基礎研究部門Ⅲ 堀井 文敬

イメージングプL,一 卜を用いた電子線結晶構造解析

構造解析基礎研究部門Ⅱ 小川 哲也ほか

膜反応解析のための新 しい電気化学

界面物性研究部門Ⅲ 木原 壮林ほか

ゾルーゲル法により作製 した遷移金属酸化物薄膜の

三次非線形光学特性

無擬素材化学研究部門Ⅳ 橋本 忠範ほか

線型加速器の新 しい加速管構造の開発

附属原子核科学研究施設 岩下 芳久

【ポ ス ター セ ッシ ョン】

VOPcおよびVOPcFxのアルカ リ-ライ ド上での

-ピタキ/ヤル成長

構造解析基礎研究部門 橋本 修吾

高分子ゲルの-軸 ･二軸拘束下における膨潤 ･力学挙動

構造解析基醇研究部門In 浦山 健治ほか
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PEN[ポ リ-チ レソナフタレー ト]フィルムの

高温延伸過程での構造変化(Ⅱ)

桝造解析基礎研究部門Ⅲ 村上 昌三ほか

非イオソ界面活性剤 トリトンXIOO/水系における

水和水の偏光赤外スペクトル

界面物性研究部門 Ⅰ 木村 功之

誘電測定によるマイクロカプセルの構造解析

界面物性研究部門Ⅱ 関根 克尚

ユーロピウム/遷移金属界面の磁性

無機素材化学研究部門 Ⅰ 壬生 攻はか

SrRuO3鞘膜の作製及び物性

無機兼材化学研究部門Ⅱ 和泉 実はか

Pb置換Bl系超伝導相の相分社

無畿素材化学研究部門Ⅱ 新首 稔展ほか

Cue+スピソ1/2梯子格子を持つSrCu,03,Sr2Cu,0,の磁性

無楼素材化学研究部門Ⅲ 東 正樹ほか

ベロブスカイ ト型SrFeトXCoxO｡の高圧合成と

磁気的 ･電気的性質

無横架材化学研究部門皿 川崎 惨嗣ほか

Ca2_XNaxCuO2C12の合成と物性

無敵素材化学研究部門皿 鄭 益秀ほか

ゾルゲール法による金属ナノ粒子分散酸化物再膜の合成

金属粒子の粒径､形状､配向性の制御

無機素材化学研究部門Ⅳ 幸壕 広光ほか

双極子反転鎖の誘電緩和

材料物性基礎研究部門 Ⅰ 渡辺 宏

ポ リイソプレンポ リイソブチレンの動的複屈折

材料物性基礎研究部門 Ⅰ 岡本 治者ほか

高分子電解質溶液の構造

一鉢間相関距離の電荷密度依存性一

材料物性基礎研究部門Ⅱ 西田 幸次ほか

非晶ポ 1)スチレ./の速い緩和過程

糊料物性基礎研究部門Il 川 口 辰也ほか

一次元および二次元固体13CNMRによる

高分子の結晶状態の分子運動解析

材料物性基礎研究部門Ⅲ 梶 弘典ほか

ア/ル化セロビオースの リオ トロピック液晶とゲル化

有機材料化学研究部門 Ⅰ 井出 伸弘ほか

PS/PVMEプレソド系の分子配向と延伸誘起非相溶化

有機材料化学m究部門 Ⅰ 藤本 康治ほか

ア/ル化セロビオースを測鎖メソゲソとするポ リマー

の合成 とそのディスコティック液晶性に関する研究

有機材料化学研究部門 Ⅰ 宝来 晃ほか

陪鎖ポ1)7-杏-成分とする両親媒性ブロック,ポリマーの

合成とその薄膜のモルホロノー観察

有機材料化学研究部門 Ⅰ 山EEl 荘司ほか

ユノールエステルのカルボニル化反応

有既材料化学研究部門Il 工藤 清ほか

"キラル-t='セレノニウムイオl/"を経由する炭素

一炭素結合生成反応

有機材料化学研究部門 Ⅰ 年光 昭夫ほか

新規 5配位ケイ素化合物の構造および反応性

有機合成化学研究部門 Ⅰ 浅原 雅浩ほか

ジ7 リルエーテル型新規7 トロプ7イソマー

有機合成化学研究部門Ⅱ 岳 誉奉ほか

KB配列に結合する転写因子を阻害する化合物の分子設計

生体反応設計研究部門Ⅱ 藤田美歌子ほか

AMechanlSm-BasedlnactlVatlOnOlGlutathlOneSynthetase
byPhosph】n】cAcldTransltlOn-StateAnalogue

生体分子機能研究部門Ⅰ 平竹 潤ほか

アラニンラセマーゼC-末端 ドメインの分子内

I/ヤベロ./陵能

生体分子機能研究部門Ⅱ 吉村 徹

筋蛋白ミオシンの会合による太い線維形成接構

生体分子情報研究部門Ⅰ 芥川 亨

膜融合活性ペプチドの研究

生体分子情報研究部門Ⅰ 石黒 亮ほか

樹戯画アルカ1)プロテアーゼの立体糾進から見た

亜鉛プロテアーゼファミリーの固有桝造

生体分子惜輪研究部門Ⅰ 官武 秀行ほか

高等植物のホメオドノイソ蛋白質を中心とした転写制御

ネットワークの解析

生体分子情報研究部門Ⅱ 佃 真由美ほか

高等生物における可逆白聯 酸化反応を介した

細胞内情報伝達経路の角紳‡

生体分子情報研究部門Il 青木 幹雄ほか

AKnowledgeBaseforSearchlngandBrowsing
MetabollCPathways

生体分子情報研究部門Ⅲ 五斗 進ほか

放射光源リソグ用電子入射器の開発研究

附属原子核科学研究施設 白井 敏之ほか

トロイダルコイルを使ったパルスt='-ム電流モニタ-

附属原子核科学研究施設 出羽 英紀ほか

成人丁紳胸自血病ウイルス感染によるカルパイソ･7ルパ

cAalgpa;ttt悉S諾 誉またebrnoHrTmLalliy1n?efct1.Cna壬paInI
附属原子核科学研究施設 安達 喜文ほか
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異動者一覧

平成6年7月1日

[教育職]

･中原 勝 界面物性研究部門 Ⅰ 教授 昇任

(京都大学理学部助教授より)

･横尾 俊信 頼機素判化学研究部門Ⅳ 教授 昇任

(無機素材化学研究部門Ⅳ助教授より)

･星野 聡孝 構造解析基礎研究部門Ⅱ 教務職員

新規採用

平成 6年8月1日

[教育職]

･渡迎 宏 材料物性基礎研究部門 Ⅰ 助教授 昇任

(大阪大学理学部助手より)

･青山 卓史 生体分子情報研究部門Ⅱ 助教授 昇任

(生体分子情報研究部門Ⅱ助手より)

･安達 喜文 附属核酸情報解析施設 助手 新規採用

平成 6年10月1日

[教育職]

･橋本 忠範 無機素材化学研究部門Ⅳ 助手 新規採用

平成 6年11月 1

[教育撒]

･後藤 弘爾

平成 6年12月1
[教育職]

･梅村 純三

平成 7年 1月 1

[教育職]

･贋井 善二

日

生体分子情報研究部門Ⅱ 助手 転任

(東京大学迫伝子実験施設助手より)

EJ

界面物性研究部門 Ⅰ 助教授 昇任

(界面物性研究部門 Ⅰ助手より)

日

舞撒素材化学研究部門Ⅲ 助教授 昇任

(撫機素材化学研究部門m助手より)

･田中 静吾 生体反応設計研究部門m 助手 休職

(7 1 1-8_12 31)
･木原 壮林 界面物性研究部門Ⅲ 助教授 転任

(京都工芸級維大学工芸学部教授へ昇任)

平成 7年 2月 1日

[教育職]

･浜窪 隆雄 生体反応設計研究部門Ⅲ 助手 新規採用

平成 7年3月 1日

[教育職]

･辛塚 広光 無機東胡化学研究部門Ⅳ 助教授 昇任

(無機素材化学研究部門Ⅳ助手より)

･梅谷 重夫 界面物性研究部門Ⅲ 助教授 昇任

(界面物性研究部門Ⅲ助手より)

編集後記

｢黄築｣第 2号が出来上が りました｡幸い第 1号

の評判が悪 くはないようで したので､今回のス タ

イルはかな り前回のものを踏襲 しています｡

巻頭文は前所長の小田教授にお願い しま した｡

そもそも､小田教授が所長 として研究所広報の必

要性を痛感され､具体化の努力をされた結果､広報

が出現 したわけで､′ト田教授が ｢黄葉｣の生みの親

であ ります｡広報を通 じて､研究所の将来を討論 し､

コソセソサスを形成 して行 くことは英に重要であ

り､その方向にそ った論説文を小田教授にartいて

頂 きました｡

欄尾名誉教授には我 'Lの生まれ る以前か ら始 ま

る長文の思い出話をむいて頂 きましたO興味深 く

読まれる方が多いことと思いますoさらに､平見元

客員教授や外国人留学生に も執筆頂 き､多彩な内

容を盛ることができました｡

平成 7年度には ノン,.I-が交替 した広報委員会

が広報編集にあた りますので､また新 しいアイディ

アが折 りこまれて行 くことで しょう｡さらに親 し

まれる広報に発展､成長 して行 くことを願 ってい

ます｡

広報委員会委員

岩田苦次､岡栓宏,加藤和/ql､新庄坪也 (委員長)

杉湘幸雄､高野幹夫､玉尾胎平､官本武明､

山崎一博
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